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第

韓
制
整
理
案
と
責
上
程

「
新
説
は
惑
税
な
り
、
奮
枕
は
良
税
な
り
」
と
云
ふ
言
葉
が
め
る
が
或
る
意
味
に
於
て
は
至
言
で
あ
る
。
論

者
口
を
聞
け
ば
直
ち
に
戸
数
割
慶
止
す
べ
し

k
設
さ
新
枕
と
し
て
は
責
上
税
を
先
づ
第
一
に
推
奨
し
て
ゐ
亡
の
で

あ
る
，
か
、

ぃ
.5
戸
数
割
を
廃
す
る
と
な
る
と
今
夏
の
如
〈
戸
数
割
の
妙
味
を
説
き
出
し
買
上
税
の
創
設
の
如
き
は

絶
割
に
之
に
反
劃
せ
ん
と
一
五
ひ
出
し
て
京
市
に
の
で
あ
る
。
而
も
、
ぞ
れ
が
往
々
に
し
て
同
一
論
者
の
口
か
ら
洩
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
蓄
積
の
改
め
難
〈
新
枕
の
創
め
難
き
か
を
悟
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
我
闘
の
租
枕
制

度
は
根
本
的
整
理
を
加
へ
ら
れ
る
事
な
〈
し
て
現
代
に
及
び
、
今
日
に
於
て
は
可
な
り
時
代
と
離
隔
し
て
来
た
の

で
あ
る
。

此
度
の
税
制
整
理
案
は
租
税
制
度
の
全
面
に
わ
た
る
思
ひ
切
つ
に
も
の
で
あ
る
が
、
ト
大
張
り
問
題
は
奮
税
に
存



せ
や
し
て
新
枕
た
る
財
産
枕
と
責
上
耽
と
有
償
謹
券
移
轄
積
と
揮
後
油
琉
と
の
四
種
に
批
難
が
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
そ
の
中
で
揮
殺
油
枕
は
燃
料
岡
策
よ
り
出
後
し
て
ゐ
る
か
ら
問
題
が
最
も
少
い
。
財
産
税
は
沼
地
枕
助
三
寓
園

税
率
千
分
の
一
?
と
云
ふ
軽
微
の
も
の
で
あ
っ
て
大
正
十
一
年
の
臨
時
財
政
経
済
調
査
舎
提
案
の
財
産
税

(
免
税
期

一
高
園
、
税
率
は
千
分
の
四
よ
り
千
分
の
十
ま
で
の
一
累
準
税
)
と
は
比
較
に
な
ら
や
寧
ろ
相
績
枕
の
大
幅
の
引
上

に
押
さ
れ
気
味
で
あ
る
o

有
償
誼
穿
移
植
吋
枕
は
営
業
者
に
と
っ
て
は
重
大
問
題
で
あ
る
が
租
税
の
盟
系
か
ら
云
へ

ば
寅
上
積
に
針
し
補
充
閣
の
意
味
含
有
寸
る
に
止
去
る
。
然
る
に
質
上
税
に
五
つ
て
は
、
流
通
耽
閥
系
の
中
植
と

し
て
最
も
多
く
仲
が
る
絵
地
あ
る
非
常
時
財
源
と
湾
へ
ら
れ
方
々
傍
業
枕
の
外
形
標
準
佐
従
活
し
に
る
が
却
さ
槻

小
川
吋

1
1
U
T
4ゆ
る
h

ペハ
h

問
題
の
然
吋
l
円
か
れ
ふ
の
で
あ

zo
ーχ
色
川
営
業
枕
の
外
形
棋
世
十
い
か
リ
竹
い
か
強
い
か
が
巴

に
問
題
で
あ
り
更
に
貰
上
視
の
創
設
は
決
し
て
付
従
業
税
の
外
形
標
準
の
復
活
と
解
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
い
が
、

妙
ぷ
議
論
が
此
の
方
向
ぷ
山
〈
様
で
あ
る
。

か
く
て
枕
制
整
理
案
に
劃
す
る
批
難
の
殆
ん

E
凡
て
を
責
上
積
が
背

負
ひ
込
ん
だ
形
で
あ
る
。
然
し
筆
者
は
責
上
税
こ
そ
近
代
的
租
税
で
あ
り
我
困
財
政
の
将
来
を
明
る
〈
す
る
も
の

な
り
と
伝
子
る
が
故
に
敢
て
買
上
積
の
必
要
を
高
調
し
た
い
の
で
あ
る
。

ーー

責
上
積
の
是
非
を
批
判
す
る
に
営
つ
て
は
、
概
念
た
る
貰
上
枝
で
な
く
今
同
の
枕
制
整
理
案
に
現
は
れ
て

ゐ
る
具
睡
的
の
買
上
枕
に
つ
き
共
の
内
容
を
分
析
し
て
然
る
後
に
批
剣
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
財
産
税
法
は
法

三
章
よ
り
な
り
寧
ろ
財
産
汗
債
法
の
詳
細
な
る
規
定
に
よ
っ
て
財
産
税
の
異
僚
が
決
す
る
が
如
く
、
買
上
税
法
そ

れ
自
鵠
は
極
め
て
簡
単
な
る
も
の
で
あ
っ
て
寧
ろ
買
上
説
法
施
行
規
則
の
内
容
如
何
に
よ
っ
て
貢
上
積
が
海
の
も

一賀

I

枕

圭
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ず

第
四
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本
-

六
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上

積
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第
四
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谷

六
八

O

第
五
競

ノ、

四

の
と
も
山
の
も
の
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
只
今
の
所
で
は
買
上
枕
法
も
買
上
税
法
施
行
規
則
も
竣
表
せ
ら
れ

て
ゐ
な
い
か
ら
、
新
聞
紙
上
に
現
は
れ
て
ゐ
る
次
の
要
綱
の
み
が
批
判
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

第
(イ)ー

課

続

物

件

図
内
に
於
て
行
は
る
る
総
亡
の
取
引
に
謝
し
謀
格
ず
る
、
即
ち
物
品
D
寅
買
収
引
四
品
な
ら
ず
請
負
業
、
運
設
業
、
印
刷
業
、
旗
人
宿
業
等

に
依
る
物
口
聞
東
貿
以
外
の
収
引
に
も
謀
総
す
る
。

官
日
向
職
業
の
治
什
行
沖
地
に
は
派
市
惜
し
な
い
。

協
品
納
品
慨
緒
.
勝
者

納
稔
義
務
者
自
範
聞
は
大
控
管
業
牧
鏡
検
法
と
同
一
に
す
る
。

第

三

免

除

米
、
繭
、
肥
料
な
ど
に
免
税
物
品
を
認
め
る
。

第
四
重
自
慢
課
税
の
防
止

取
引
所
取
引
税
、
有
償
鐙
券
移
輔
税
、
不
動
産
取
得
税
隼
他
の
流
通
税
を
謀
せ
ら
れ
る
取
引
に
は
買
上
殺
の
賦
課
を
見
合
は
せ
て
、
流
通
枕
相
互

間
の
重
被
課
税
を
防
止
す
る
。

第

五

課

税

標

準

貰
上
金
額
又
は
収
入
金
械
を
謀
枕
標
準
と
す
る
c

第

六

税

率

イ
一
般
枕
卒
は
千
分
の
一
と
す
る
。

ロ
百
貨
盾
の
枕
卒
は
千
分
の
三
と
す
る
。

第

七

免

税

魁

法
人
個
人
を
閃
は
ず
一
年
の
買
上
金
額
又
は
収
入
金
額
が
三
寓
固
に
蓬
せ
ぎ
る
と
き
に
は
免
枕
ナ
る
。

要
綱
に
は
積
極
的
に
示
き
れ
て
ゐ
な
い
が
、
買
上
積
に
は
地
方
附
加
枕
が
賦
課
せ
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。
現
行



の
叫
営
業
牧
盆
積
に
も
外
形
標
準
主
義
の
管
業
税
に
も
地
方
附
加
就
が
あ
っ
た
か
ら
、
此
動
か
ら
見
て
も
立
案
者
は

買
上
積
に
よ
っ
て
管
業
税
の
外
形
標
準
を
復
活
す
る
許
董
で
な
い
様
で
あ
る
。
千
分
の
一
と
云
ム
税
率
で
あ
っ
て

五
同
轄
し
で
も
精
今
千
分
の
五
の
程
度
で
あ
る
、
一
二
十
鐘
の
委
酒
に
約
十
五
銭
の
委
酒
税
を
課
し
た
り
織
物
消
受

積
一
か
従
債
一

0
.
ρ
1
セ
ン
ト
に
上
る
の
を
消
費
税
と
一
疋
つ
て
ゐ
る
が
買
上
積
は
普
通
に
云
ふ
消
費
税
と
は
E
う
も

連
ふ
様
で
あ
る
。
管
業
税
に
似
て
ゐ
る
様
で
あ
っ
て
管
業
税
と
異
り
、
消
費
税
の
様
で
あ
っ
て
消
費
枕
と
異
っ
て

ゐ
る
所
に
、
勝
目
業
枕
の
特
色
が
窺
ば
れ
る
。
印
ち
立
案
者
佳
、
一
泡
代
文
明
諸
問
の
多
〈
の
財
政
家
と
同
じ
く
買
上

硬
に
流
通
暁
士
る
性
質
を
輿
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
流
通
暁
と
は
果
し
て
何
ぞ
や
、
更
に
流
通
枕

と
し
て
刀
立
蕩
わ
ら
日
出
る
し
f
h
L党

D
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第
二

流
遁
韓
と
し
て
の
責
上
程

ー
近
代
文
明
諸
闘
の
租
税
韓
系
を
見
る
に
、
牧
得
税
瞳
系
と
消
費
税
腫
系
と
な
ら
ん
で
流
通
耽
盟
系
な
る
も

の
が
存
し
三
者
が
鼎
立
し
て
租
税
瞳
系
を
形
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
何
れ
の
租
枕
と
云
へ
ど
も
凡
て
所
梓
を
枕

源
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
税
源
を
推
定
す
る
に
用
ひ
ら
れ
る
課
税
物
件
に
至
つ
て
は
必
中
し
も
所
得
た
る
を
要

せ
十
寧
ろ
所
得
以
外
の
種
ξ

の
経
樺
カ
の
表
現
を
用
ひ
る
必
要
が
あ
る
。
凡
そ
個
人
の
経
持
力
が
外
部
に
表
は
れ

る
様
式
は
之
が
}
分
っ
て
、
財
産
所
有
の
事
貰
と
管
利
の
事
責
と
使
用
消
費
の
事
賓
と
頁
買
交
換
の
事
賓
と
の
四
つ

買

上

続

を

論

ず

策
四
十
三
巻

六
i¥ 

第
五
挽

六
五



貰

上

紙

を

論

ず

第
四
十
三
巻

六
八

第
五
競

六
六

に
す
る
事
が
出
来
る
。
第
一
の
財
産
所
有
の
事
賓
と
第
二
の
管
利
の
事
賓
と
は
個
人
の
牧
入
額
摘
を
な
し
之
に
課

枕
す
る
も
の
が
耽
得
税
で
あ
る
。
第
三
の
使
用
消
費
の
事
買
を
課
税
物
件
と
す
る
も
の
が
消
費
税
で
あ
る
。
而
し

て
第
四
の
個
人
の
牧
支
雨
経
漕
に
わ
に
る
取
引
関
係
を
課
税
す
る
も
の
が
流
通
耽
で
め
る
。
耽
得
税
'
P

」
消
費
税
と

は
比
較
的
古
〈
よ
ち
後
悲
し
て
ゐ
に
の
で
め
る
が
、
流
通
枕
は
或
は
手
数
料
に
か
〈
れ
又
ば
消
費
税
の
形
佐
と
h
p

ヨリ・

ι
)
F
A
Z
'
二、

i
h
ト
ラ
コ
二
、
ノ
ヘ
J

hノ
3
0

精
J
A
U
t↑
4
引
引
を
一
乃

2
f
u
骨
〆

T
L
V
L
ご

最
近
に
至
り
流
通
経
済
炉
格
段
の
接
連
を
途
円
、
、
る
と
共
l
、
卜
司
「
』
、

宮
託
子
J

る
所
得
は
間
半
に
財
産
所
有
と
管
利
と
使
用
消
費
と
の
事
賀
の
み
で
は
充
分
に
耳
解
し
科
す
車
三
取
引
関
係
r
L

表
現

せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
恰
も
近
世
文
明
諸
聞
の
財
政
は
従
来
の
牧
利
税
と
消
費
税
と
の
み
で
は
課
税
の
行
詰
ま

り
を
京
亡
し
事
に
未
拓
の
沃
野
た
る
流
通
耽
に
共
の
財
源
を
求
め

5
る
を
符
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
流
通

税
が
近
代
的
租
税
に
属
す
る
所
以
で
あ
っ
て
英
の
代
表
的
な
る
も
の
が
質
上
税
で
あ
る
。
特
に
最
近
の
如
く
複
雑

極
ま
り
'
な
く
且
つ
動
揺
の
烈
し
き
経
済
関
係
の
下
に
於
て
は
企
業
の
2

ス
ト
の
許
算
が
不
可
能
と
な
り
買
上
高
の
一

み
が
捕
捉
せ
ら
れ
、
本
官
の
意
味
に
於
け
る
純
盆
と
か
所
得
と
か
は
杢
〈
の
擬
制
的
の
も
の

E
な
っ
七
事
を
考
へ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
患
者
の
中
ド
は
買
上
税
を
以
て
租
税
樫
系
金
闘
の
中
心
と
ぜ
ん
と
す
る
議
論
を
唱
へ
る
人

も
出
て
来
に
位
で
あ
弓
。

流
通
耽
の
客
暗
印
も
一
流
通
税
の
課
税
物
件
は
経
済
流
通
で
あ
る
。
経
済
流
通
を
課
税
す
る
の
に
二
つ
の
方
法
が

あ
る
。
先
づ
軽
油
開
流
通
そ
れ
自
睦
を
捕
捉
す
る
の
が
財
産
流
通
税
で
あ
る
。
財
産
の
移
轄
を
生
や
る
行
魚
卸
ち
私

権
の
脇
羽
生
、
韓
足
、
移
植
持
、
消
滅
佐
生
や
ペ
き
行
矯
そ
れ
白
煙
に
課
税
す
る
租
税
で
あ
る
。
経
梼
流
通
そ
れ
自
開



を
捕
誕
し
4
得
な
い
時
に
は
、
経
砕
流
通
に
関
連
し
て
生
や
る
附
属
行
魚
補
助
行
矯
を
捕
捉
す
べ
く
ザ
訟
に
債
格
流
通

枕
を
生
や
、
経
済
流
通
に
併
行
し
て
文
書
を
作
成
し
又
は
経
済
流
通
行
免
を
取
消
す
事
が
出
来
な
い
様
に
し
者
〈

は
之
に
よ
っ
て
得
た
る
樺
利
を
第
三
者
に
卦
抗
せ
し
h
u
る
矯
め
に
す
る
行
魚
等
に
課
税
す
る
の
が
債
格
流
通
耽
で

あ
る
。
思
ふ
に
軽
油
附
流
通
の
附
属
行
矯
と
補
助
行
矯
と
は
本
来
の
経
清
流
通
を
窺
ひ
知
ら
し
め
る
償
格
珍
一
不
す
の

が
常
で
あ
る
か
ら
、
此
種
の
行
免
に
課
す
べ
き
租
税
を
債
格
流
通
税
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
流
通
税
は
財

産
流
通
税
と
慣
格
流
通
税
と
に
分
れ
る
が
、
買
上
枕
は
有
債
謹
券
移
轄
耽
と
共
に
財
産
流
通
枕
に
屈
す
る
の
で
あ

Q 
O 

試
み
に
我
闘
の
閥
税
特
系
ヤ
壮
件
枕
と
流
通
枕
と
川
授
枕
と
に
介
ち
、
特
々
の
租
税
の
卜
川

U
る
制
入
門
川
J
M

比
見
る
に
、

第
一
表
伝
得
る
事
が
出
来
4
9
0

第

-
表

昭
和
+
年
度
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続
放
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貰

上

枕

を

諭

ず

第
四
十
三
巻

『

酒

税

一
事
貰
局
益
金
(
煙
草
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{
圏
内
消
費
税
(
五
二
三
、
三
五
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)
{
清
涼
飲
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一

一

砂
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消

費
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償
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六
五
三
二
ニ
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一
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逗!

?車

て
も
消
費
税
三
十
八
バ

1
セ
ン
ト
股
得
税
五
十
六

.
ρ
1
セ
ン
ト
疏
通
枕
六
バ

1
セ
ン
ト
と
な
り
、
何
れ
に
し
て
も

流
通
枕
瞳
系
が
他
の
二
瞳
系
に
比
し
て
若
し
〈
劣
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
耐
も
我
園
の
流
通
耽
に
於
て
は
財
産
流

遁
の
補
助
行
魚
附
属
行
矯
に
課
税
す
る
債
格
流
通
就
が
殆
ん
ど
大
部
分
を
占
め
、
財
産
流
通
ぞ
れ
白
睦
に
課
税
す

る
財
産
流
通
就
に
至
つ
て
は
取
引
所
取
引
税
と
噸
枕
と
を
合
し
て
漸
〈
千
六
百
寓
固
に
遣
す
る
と
云
ふ
有
様
で
め

る
。
従
っ
て
我
闘
の
流
通
枕
韓
系
を
完
備
す
る
に
は
債
格
流
通
税
よ
り
も
寧
ろ
財
産
疏
通
枕
の
方
面
に
進
出
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
方
面
に
は
寅
上
積
と
有
債
誼
券
移
轄
酷
と
が
有
力
な
る
財
源
で
め
る
。
特
に
各
園
財
政

に
於
け
る
貰
上
枕
の
地
位
は
動
炉
、
し
難
い
も
の
が
あ

h
、
少
く
L
」
も
金
租
税
牧
入
の
三
バ

I
セ
シ
ト
を
占
め
多
〈

は
三
十

.
P
1
セ
ン
ト
に
上
り
先
づ
一
二
割
の
所
が
普
通
で
あ
る
。
卸
ち
牧
入
額
に
於
て
所
得
税
を
凌
藷
し
て
ゐ
る

場
合
が
多
い
。

ーー
上
越
の
理
由
に
基
君
、
寅
上
枕
は
流
通
耽
盟
系
の
中
の
財
産
流
通
耽
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
は
之



を
取
扱
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
新
聞
紙
上
に
竣
表
せ
ら
れ
た
る
要
綱
に
よ
り
買
上
積
法
案
の
内
容
を
批
剣
す
名
。

第
一
は
課
税
物
件
で
あ
る
。
各
闘
の
立
法
を
見
る
に
、
百
貨
底
枕
と
か
饗
修
枕
と
か
製
造
者
責
上
杭
と
か
特
殊

の
業
態
叉
は
特
殊
の
商
品
又
は
特
殊
の
流
通
過
程
の
み
を
捕
捉
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
白
潤
の
矢
を
立
て
ら
れ
た

業
態
又
は
商
品
又
は
流
通
過
程
の
み
が
打
撃
を
受
け
る
事
と
な
る
か
ら
、
此
の
意
味
か
ら
し
て
一
一
般
責
上
税
を
採

用
す
る
方
が
優
っ
て
ゐ
る
。
今
回
の
買
上
枝
は
、
読
遁
渇
桂
に
於
て
は
農
業
者
の
責
上
を
除
外
し
た
の
み
で
製
造

業
者
も
卸
貰
商
・
色
小
貰
商
色
凡
て
之
営
課
税
す
る
事
と
し
、
種
類
に
於
て
は
草
に
物
品
の
頁
買
取
引
の
み
な
ら
や

請
負
業
、
運
怠
業
、
印
刷
業
、
放
人
宿
業
等
の
取
引
に
も
及
ん
で
ゐ
る
o

但
し
皆
師
、
掛
川
護
士
、
著
述
家
等
の
給

肘
行
h

却
は
課
税
し
な
い
の
引
仁
川
あ
お
。
印
丸
一
一
般
買
上
枕
T
あJ
川
町
て
特
殊
東
上
枕
よ
り
庇
い
の
で
あ
あ
が
、
最
山
市
一
義

の
買
上
枇
よ
り
も
狭
〈
な
つ
で
ゐ
る
。

第
二
は
税
率
と
菟
税
賄
と
で
あ
る
。
積
率
は
低
く
て
も
千
分
の
玉
、
高
い
所
で
は
百
分
の
十
と
云
ふ
も
の
が
あ

る
が
、
此
等
の
例
外
的
の
も
の
を
除
き
普
通
は
百
分
の
一
か
ご
か
の
程
度
で
あ
る
。
今
度
の
耽
制
整
理
案
で
は
枕

率
を
普
通
の
貰
上
千
分
の
一
・
と
し
百
貨
応
の
頁
上
千
分
の
一
一
一
と
し
て
ゐ
る
か
ら
珍
ら
し
〈
低
い
率
で
あ
る
。
向
、

聞
に
よ
っ
て
は
普
通
税
率
の
外
に
低
い
税
率
と
し
て
卸
責
の
場
合
を
定
め
高
い
税
率
を
一
貫
産
業
(
多
数
の
段
階

を
包
括
す
る
企
業
)
又
は
奪
修
品
の
取
引
の
場
合
に
定
め
て
ゐ
る
が
、
新
法
案
は
此
種
の
差
別
を
設
け
て
ゐ
な
い
。

百
貨
底
に
齢
計
に
課
し
た
の
は
、
百
貨
応
の
仕
入
れ
商
品
が
割
合
に
同
轄
度
数
を
省
略
し
て
調
達
3
れ
て
ゐ
る
事

と
中
小
商
業
者
を
保
護
す
名
立
場
よ
り
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
千
分
の
三
の
率
一
か
果
し
て
袋
営
な
り
や
否
や
に
つ
い

第
五
説

貰

上

積

を

諭

ず

第
四
十
三
巻

六
八
五

六
九



質

上

税

を

論

ず

第
四
十
三
巻

ハ
八
六

第
五
競

七。・

て
は
議
論
が
め
る
。
菟
税
貼
は
三
高
固
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
最
低
の
納
税
額
は
年
三
十
固
月
二
園
五
十
銭
と

な
る
罪
で
あ
る
。
免
税
鮎
を
設
け
た
事
は
小
額
の
租
税
を
徴
牧
す
る
の
煩
を
避
け
た
の
と
中
小
商
工
業
者
を
保
護

す
る
の
と
の
二
つ
の
目
的
に
出
た
の
で
あ
ら
う
が
、
流
通
説
た
る
の
性
質
を
多
少
と
も
暖
昧
に
す
る
虞
が
あ
る
。

但
し
牧
盆
税
ピ
る
地
租
に

i
小
自
作
農
免
税
の
制
度
を
採
用
し

τゐ
る
か
ら
大
し
た
業
支
は
無
い
筈
で
め
る
。

;
:
卜

i
t
-
-
;
t
ー

l
F
;
l
h
p陣
、

第一一↑

U
一
斑
税
牧
口
川
は
末
た
町
助
て
な
レ
か

i
-
4
1
ト
j
)
-
L
〉

l
E
'
'
z
i
L
7
3
j
o

沖
と
耐
L
し
即
が
L
、

ιこ
J
i
(
制
刀
じ
一
一

4
a
c
t
-
況
と

此山浩一昨の~内

日
山
じ
つ
い

τは
岡
家
が
的
格
の
杭
制
じ
采
h
ノ
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
ー
買
上
税
に
よ
っ

τ伶
格
統
制
』
伊
}
心
身
一
切

る
事
を
避
け
た
の
で
あ
ら
う
。
兎
税
物
品
に
つ
い
て
は
二
種
の
考
察
が
行
は
れ
る
。

一
は
生
活
必
需
品
で
あ
っ
て

他
は
卸
買
業
者
聞
に
大
量
取
引
が
行
は
れ
利
盆
率
の
極
め
一
て
薄
い
商
品
で
あ
る
。
此
等
の
商
品
に
封
し
課
税
金
令

部
に
わ
た
り
菟
除
す
る
か
叉
は
軽
き
税
率
で
臨
な
か
が
問
題
で
あ
る
。
叉
委
託
販
責
の
形
式
を
採
れ
る
場
合
に
何

を
買
上
高
と
定
め
る
か
之
を
も
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
此
等
の
黙
は
貰
k
税
法
そ
れ
白
暗
に
も
規
定
す
る
事
が

出
来
る
が
寧
ろ
買
上
税
法
施
行
規
則
に
於
て
周
密
に
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
買
上
税
は
牧
符
税
で
も
な
く
消
費

祝
で
も
な
い
か
ら
、
徒
ら
に
免
税
物
品
を
多
〈
す
る
と
か
免
税
流
通
過
程
を
多
〈
作
る
'
と
か
す
る

E
財
産
流
通
耽

た
る
本
質
を
失
ふ
虞
が
あ
る
か
ら
、
な
る
べ
〈
菟
除
規
定
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
。

第
四
は
重
複
課
税
の
防
止
で
あ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
買
上
枕
L
」
管
業
一
牧
盆
税
と
が
重
複
課
税
で
あ
る
と
か
叉

は
責
上
枕
と
消
費
税
と
が
重
複
課
税
で
あ
る
と
か
攻
撃
す
る
人
が
あ
る
が
、
筆
者
は
此
種
の
租
耽
の
中
に
は
決
し

て
重
複
課
税
の
問
題
が
起
ら
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
。
但
し
流
遇
税
糟
系
の
内
部
に
於
て
は
財
産
流
通
耽
相
互
間
叉



は
使
格
流
通
穂
相
互
聞
の
重
複
諌
枕
は
勿
論
之
を
避
く
べ
〈
、
財
産
流
遁
税
と
債
格
流
通
説
と
の
聞
の
重
複
課
税

を
も
成
る
べ
く
之
を
避
け
た
い
の
で
あ
る
。
取
引
所
取
引
説
、
有
償
誼
券
移
轄
説
、
不
動
産
取
得
税
等
、
他
の
流

逼
耽

'e諌
せ
ら
れ
た
取
引
に
劃
し
流
通
視
を
課
せ
な
い
の
は
此
の
助
よ
り
出
て
ゐ
る
。
商
品
の
清
算
取
引
の
受
渡

し
に
買
上
積
を
賦
課
す
べ
き
や
否
や
も
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

要
綱
に
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
頁
上
積
の
課
税
に
劃
し
て
は
官
民
相

E
の
聯
絡
が
必
要
で
あ
る
。
税
務
官
吏
が

管
業
を
妨
害
せ
や
納
税
託
が
謹
ん
で
資
料
を
提
供
す
る
様
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
頁
上
積
の
剤
誌
を
以
て
偉
業

枕
の
外
形
棋
準
の
復
活
な
り
と
批
難
す
る
人
の
多
い
時
で
あ
る
か
ら
、
特
に
此
貼
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
o

聾I

責
上
税
の
一
枇
禽
的
影
響

我
園
の
牧
得
話
時
系
は
己
に
相
営
の
発
達
を
な
し
此
上
に
伸
び
る
館
地
が
少
い
、
消
費
税
障
系
は
生
活
必

需
品
に
謀
枕
す
る
以
外
に
は
入
K

〈
行
詰
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
流
通
枕
瞳
系
に
屈
す
る
寅
上
積
営
費
還
せ
し
め
ん
と
す

る
所
以
で
め
る
。
然
る
に
柱
冷
に
し
て
買
上
枕
は
得
業
税
の
外
形
標
準
の
復
活
に
し
て
中
小
商
工
業
者
を
魅
迫
す

る
色
の
な
り
と
し
、
同
時
に
消
費
者
に
轄
嫁
し
て
大
衆
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
な
り
と
し
、
之
を
批
難
す
る
人
が

あ
る
。
然
し
此
種
の
議
論
に
存
す
る
尤
盾
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
買
上
税
の
卒
部
が
消
費
者
に
轄
嫁
す
る
も
の
で

め
れ
ば
中
小
商
工
業
者
は
困
ら
な
い
筈
で
あ
り
、
又
買
上
税
の
杢
部
ぞ
中
小
商
工
業
者
が
背
負
ひ
込
り
の
で
あ
れ

ぱ
消
費
者
の
生
活
費
は
従
前
の
ま
〉
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
買
上
粧
が
果
し
て
中
小
商
工
業
者
を
苦
し

貰

上

稔

を

諭

ず

第
四
ト
三
巻

L

「
九
レ
】

ノ

a

F

F

第
五
滅

七



京

上

殺

を

諭

ず

第
四
十
三
容

六
八
八

第
五
披

七

め
る
も
の
で
あ
る
か
、
夏
に
消
費
者
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
か
、
郎
ち
買
上
積
の
祉
曾
的
影
響
に
つ
き
考

察
を
排
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一一
筆
者
は
寅
上
税
を
財
産
流
通
枕
な
り
と
し
従
っ
て
責
上
枕
の
創
設
は
決
し
て
管
業
税
の
外
形
標
準
の
復
活

に
め
ら
や
と
信
じ
て
ゐ
る
。
流
通
枕
と
し
て
の
寅
上
積
の
浬
論
的
根
擦
は
前
項
に
説
明
し
だ
所
で
め
る
が
、
貰
上

税
と
管
業
取
益
税
左
は
種
々
の
枯
に
於
て
異
つ

τ
ゐ
る
の
で
あ
る
。
第
一
に
寅
上
積
は
流
通
枕
で
あ
る
か
ら
損
盆

の
有
無
に
拘
ら
や
祝
ザ
ら
れ
る
の
一
じ
あ
っ

τ偉
業
枕
金
杭
と
根
本
的
に
建
前
令
具
に
し
て
ゐ
み
。

し
し

H
U
1ノ
団
UJ立川

二恥
M
f
u
t山
田
正

v

損
し
て
も
不
動
産
の
登
銑
枕
の
割
戻
し
を
受
く
る
事
な
く
、
こ
の
論
理
は
印
紙
税
、
取
引
所
取
引
枝
、
有
償
誼
券

移
特
耽
同
様
に
買
上
既
に
趨
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
管
業
牧
盆
税
は
地
方
附
加
競
の
負
携
の
方
一
か
本
校

よ
り
重
い
の
で
あ
る
が
、
質
上
税
に
は
一
切
地
方
附
加
枕
が
謀
せ
ら
れ
な
い
っ
こ
れ
は
管
業
牧
盆
税
に
於
て
搭
税

者
と
納
税
者
と
が
一
致
す
る
の
が
原
別
で
あ
る
に
反
し
、
買
上
積
に
於
て
は
納
税
者
は
明
か
と
な
つ
で
も
捨
税
者

を
決
定
し
難
い
矯
め
で
あ
る
。
第
三
に
寅
上
枕
の
課
税
範
固
と
管
業
牧
盆
枕
の
課
税
範
固
と
が
交
錯
し
必
中
し
も

A 
vー

一
致
し
な
い
事
で
あ
る
。
責
上
税
で
は
自
由
職
業
共
他
ル
営
業
以
外
の
取
引
に
課
す
る
事
が
あ
る
の
で
其
の
意
味
に

於
て
範
園
が
庚
く
、
逆
に
米
、
繭
、
肥
料
等
を
免
除
す
る
事
に
於
て
替
業
牧
盆
税
よ
り
も
範
閏
が
狭
い
。
第
四
に

貰
上
抵
の
方
一
か
叫
営
業
牧
盆
枕
よ
り
も
近
代
的
の
意
味
を
有
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
最
近
の
如
〈
艦
掛
界
の
麗
動
の
著
し

き
時
に
於
て
は
買
上
高
は
明
瞭
に
剣
る
が
純
益
と
か
所
得
と
か
は
一
種
の
提
制
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
め
る
か
ら
で

あ
る
。
削
ち
企
業
の
所
得
又
は
純
益
は
買
上
高
よ
り
2
λ

ト
を
控
除
し
て
之
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
が
、
経
済
L」



技
術
と
の
撞
動
が
甚
だ
し
き
今
日
に
於
て
は
コ
ス
ト
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
質
上
枕
の
行
は
る
る
一
理
由

で
あ
る
。
最
後
に
注
意
す
べ
き
事
は
替
業
税
時
代
に
於
て
責
上
金
額
は
外
形
標
準
の
一
つ
で
あ
つ
に
が
決
し
て
入
信

部
で
無
か
っ
た
、
却
も
責
上
金
額
の
外
に
資
本
金
額
、
運
轄
資
本
金
額
、
牧
入
金
額
、
請
負
金
額
、
報
償
金
額
、

建
物
賃
貸
債
格
、
従
業
者
伝
説
枕
標
準
と
し
た
の
で
あ
る
、
従
っ
て
貰
上
税
を
以
て
傍
業
税
の
外
形
標
準
の
復
活

な
h
と
云
ふ
の
は
比
泣
味
か
ら
も
正
確
な
言
葉

E
は
一
五
へ
な
い
。

椴
り
に
賞
上
粧
の
負
慌
の
全
祁
が
商
工
業
者
に
鱒
掠
せ
ら
れ
る
?
と
し
て
も
、

打
撃
の
大
な
る
は
大
商
工
業
者
で

あ
る
。
蓋
し
大
商
工
業
は
質
上
高
に
比
し
て
利
佳
卒
が
少
〈
、

之
に
反
し
中
小
商
工
業
に
於
て
は
利
益
が
買
上
高

に
叫
叫
し
μ
n
h
u
る
比
本
が
相
梓
川
大
な
み
故
中
に
上
る
か
ら
川
じ
あ
る
o

現
に
外
形
標
準
会
議
の
惜
業
院
を
腐
し
て
純
議

主
義
の
替
業
牧
盆
税
を
採
用
す
る
事
に
よ
っ
て
減
税
せ
ら
れ
た
の
は
大
規
模
の
卸
買
業
者
で
め
っ
て
多
数
の
中
小

の
小
責
業
者
に
は
相
嘗
の
増
税
と
な
っ
た
の
を
見
て
も
、
此
聞
の
消
息
を
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。
大
商
工
業

が
一
貫
産
業
を
替
h
u
事
に
よ
っ
て
買
上
税
の
負
擦
を
免
れ
得
る
に
反
し
中
小
商
工
業
は
一
貫
産
業
を
替
み
得
な
い

矯
め
に
買
上
積
の
負
携
を
杢
面
的
に
受
付
、
結
局
の
所
が
買
上
積
の
負
轄
に
苦
し
む
も
の
は
中
小
商
工
業
者
で
あ

る
と
一
五
ふ
議
論
を
往
々
に
し
て
聞
く
の
で
あ
る
。
然
し
千
分
の
一
の
税
率
で
は
車
に
買
上
積
同
避
の
目
的
だ
け
で

一
貫
産
業
を
起
す
必
要
も
な
し
、
勝
来
に
買
上
粧
の
税
率
が
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
一
貫
産
業
が
盛
ん
に
行
は
れ
る

様
に
な
れ
ば
共
際
に
は
濁
逸
貢
上
税
法
の
如
〈
一
貫
産
業
に
特
別
の
附
加
枕
を
課
す
る
事
に
よ
っ
て
其
の
鮮
を
防

ぐ
事
が
出
来
る
。
先
づ
以
て
今
回
の
買
上
積
は
中
小
商
工
業
者
よ
り
も
寧
ろ
大
商
工
業
者
に
影
響
す
る
所
が
大
な

寅

上

殺

を

論

ず

第
四
十
三
容

六
八
九

第
五
貌

七



質

上

稔

を

諭

ず

第
四
十
=
一
巻

六
九

O

第
五
披

-1:; 
1)¥1 

る
を
知
る
の
で
あ
る
。
況
ん
や
三
寓
固
の
免
税
鈷
を
作
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

中
小
向
工
業
者
は
殆
ん
ど
貰

上
説
の
課
税
の
範
間
外
に
取
h
ノ
残
さ
れ
る
事
と
な
る
。

現
に
第
二
去
の
昭
和
九
年
の
替
業
牧
待
枕
納
税
人
民
戴
を

調
べ
て
其
の
戚
を
深
〈
す
る
の
で
あ
る
。

三
高
岡
の
買
上
高
含
有
す
ろ
人
の
待
業
純
益
を
千
五
百
闘
見
常
L
」
推
定
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ご
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例
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万
は
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会
期
が
階
段
別
じ
調
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ら
れ
て
ゐ
あ
か

ら
叩
川
山
唱
で
め
る
炉
、

法
人
の
汀
ほ
侍
定
牧
議
問
納
枕
加
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よ
り
池
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押
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れ
M
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ら
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で
あ
る
と
見
静
岡
が
つ
く
の
で
あ
る
。

第

二

表

昭
和
九
年
の
管
業
敢
盆
税
納
税
人
員
数

(イ)

法
人
(
持
業
牧
径
枕
納
枕
矧
別
人
口
)

(ロ)

制
人
(
特
業
純
白
骨
額
別
人
口

18，464 ¥ 
5，969 [ 
'~=~ 138.708 
3，992 1> (7h.190') 
5，049 I 
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5，u18 
4，031 
:3，]60 
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s5s 
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01 

25 

10 
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(29_!l~") 
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124，14li [ 
，同 1_(;40，44品
77，357 r" (84:] ~%) 
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47，8-4{ ) 
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37P6711 

23，4:37 I 
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860 

6~~j 

263 

1130 
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81 

78 

:15 
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(1 5.0~6') 
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す

第
二
表
を
見
る
に
、
責
上
税
の
納
税
閤
内
に
あ
る
人
は
法
人
に
於
て
は
約
三
割
に
止
ま
り
、
個
人
に
於
て
は
約

一
割
六
分
に
過
ぎ
な
い
有
様
で
あ
る
。
勿
論
例
外
的
に
は
中
小
商
工
業
の
中
で
買
上
高
の
無
暗
に
多
き
も
の
が
あ

り
、
従
っ
て
こ
の
計
算
に
つ
い
て
は
多
少
の
異
議
の
あ
る
事
は
免
れ
得
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
色
今
問
題
と
な
っ

て
ゐ
る
責
上
枕
は
中
小
商
工
業
者
に
影
響
少
く
大
商
工
業
者
に
影
響
す
る
所
の
多
い
事
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
筆

者
は
中
小
商
工
業
者
が
必
要
な
る
と
共
に
た
商
工
業
者
の
必
要
な
る
事
を
痛
威
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
商
工

世
反
省
を
不
常
に
苦
し
め
て
は
な
ら
な
い
L
L
考
へ
て
ゐ
る
コ
資
上
税
は
巾
小
附
工
業
者
を
苦
し
め
る
が
故
日
不
可
な

?
と
え
ふ
の
ほ
決
し
て
川
越
の
真
相
公
博
へ
て
ゐ
る
も
の
で
な

y
¥
懇
ろ
利
徒
率
少
元
大
商
工
業
者
こ
，
仁
資
k
耽

0) 

打
撃t
<e 
受
:j 
，3 

'F 

:に
ゆc
ib 
，:; 

;
}
i
:
iト
1
5
1
4
ご
』
・

2

1

J

1

:

l
・

2
'
・
1
1
1
1
A
J
Z
L
L
v
f
z
L
-
r

H-σJ
矧
同
前
作
菅
地
/
似
を
返
押
し

τ耕
一
悼
む
主
総
利
減
布
p
垣
市
ド

l
稲川
μ
揃
'
イ
ハ

規
則
の
中
に
設
け
之
を
避
け
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
中
小
商
工
業
者
を
道
連
れ
に
し
て
買
上
税
法
に
反
封
す

る
よ
り
も
、
大
商
工
業
が
維
持
し
難
き
事
を
卒
直
に
披
漉
し
て
以
て
問
題
の
解
決
に
営
る
方
が
貫
用
的
で
あ
る
と

考
へ
る
。
向
、
「
岡
内
に
於
て
行
は
る
る
総
て
の
取
引
」
の
中
に
輸
出
を
包
含
す
る
や
否
や
も
一
問
題
で
あ
る
。

一ー一
皐
者
の
中
に
は
責
上
耽
の
所
属
ぞ
消
費
税
瞳
系
に
入
れ
他

ω特
殊
消
費
税
に
艶
し
一
一
般
消
費
税
の
名
を
以

て
呼
ぷ
人
が
あ
る
つ
然
し
筆
者
は
買
上
税
は
本
質
的
に
消
費
税
と
異
る
も
の
な
り
と
信
じ
且
つ
今
回
の
頁
上
積
は

次
の
如
き
理
由
で
流
通
耽
瞳
系
に
屈
す
ぺ
き
も
の
な
り
と
考
へ
て
ゐ
る
。
第
一
に
消
費
税
な
ら
ば
一
同
だ
け
説
し

往
今
に
し
て
取
引
の
如
何
ぞ
問
は
な
い
事
も
あ
る
。

然
る
に
買
上
積
は
取
引
な
け
れ
ば
課
税
せ
宇
取
引
あ
ら
ば
何

同
に
で
も
課
税
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
消
費
税
に
は
公
然
た
る
轄
嫁
を
許
し
て
ゐ
る
が
、
買
上
既
に
は
公
然
だ

貰

上

稔

を

論

ず

第
四
十
三
谷

〆、

九

第
五
擁

七
万.



第
五
銭

る
轄
掠
ぞ
許
さ
な
い
の
が
常
で
あ
っ
て
現
に
候
文
に
之
を
規
定
し
て
ゐ
る
例
も
あ
る
。
勿
論
、
多
額
の
買
上
続
が

課
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
コ
ス
ト
が
自
然
に
引
上
げ
ら
れ
自
ら
物
債
の
騰
貴
す
る
事
は
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

貰

上

殺

を

諭

ず

第
四
十
三
巻

六
九

七
ノ、

然
し
此
の
種
の
物
債
騰
貴
は
赤
字
公
債
を
飢
援
し
悪
性
イ
ン
フ
レ

l
シ
ヨ
ン
を
起
し
た
場
合
よ
り
も
程
度
の
少
い

事
は
勿
論
で
あ
る
。
第
三
に
消
費
税
な
ら
ば
特
定
商
品
の
み
を
眠
巾
に
置
さ
、
業
者
一
炉
誰
な
る
か
取
引
高
が
幾
許

な
る
か
を
問
題
止
し
な
い
、
然
る
に
今
回
の
買
上
税
は
業
者
が
百
貨
庖
な
り
や
否
や
に
よ
り
差
別
税
率
を
設
け
叉

収
引
・
尚
一
二
割
到
米
間
四
営
免
除
し
C
ゐ
る
。

第
四
に
消
費
税
を
掛
川
守
る
品
川
刊
に
つ
い
て
も
共
れ
と
は
引
い
岡
純
暁
鍛

に
感
じ
て
更
に
質
上
税
営
課
す
る
の
で
め
る
。
第
五
に
消
費
税
は
特
殊
商
品
の
み
に
課
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

今
同
の
買
上
競
は
商
品
の
買
買
取
引
の
み
な
ら
守
請
負
業
、
運
迭
業
、
印
刷
業
、
放
人
宿
業
等
の
取
引
に
も
及
ん

で
ゐ
る
。
往
冷
に
し
て
自
由
職
業
の
牧
入
金
に
買
上
程
な
課
す
る
例
も
あ
る
。

以
上
の
諸
黙
を
考
へ
る
と
、
買
上
税
は
消
費
税
瞳
系
に
民
す
る
と
一
五
ふ
よ
h
も
寧
ろ
疏
通
税
盟
系
な
る
樹
立
の

範
曙
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
偲
り
に
其
の
全
部
が
泊
費
者
に
輯
掠
す
る
と
し
て
も
今
日
の
程
度
で
は
決
し
て

大
衆
の
生
活
を
脅
す
も
の
で
な
く
、
少
く
と
も
消
費
税
よ

h
も
負
携
の
軽
い
も
の
で
あ
る
。
商
品
が
五
回
轄
し
た

所
で
買
上
税
金
部
の
負
捨
が
千
分
の
五
に
止
ま
る
。
紺
織
物
が
織
物
消
費
税
千
分
の
百
(
従
偵
百
分
の
十
を
負
梧

し
、
委
酒
が
千
分
の
四
百
(
三
十
五
銭
の
委
酒
が
十
四
銭
四
両
院
を
負
推
す
)
の
委
酒
税
の
支
掛
か
、
地
問
か
千
分
の

四
百
四
十
の
酒
税
(
一
升
一
国
の
第
一
類
清
酒
第
四
種
が
四
十
四
銭
を
支
排
ム
)
を
負
轄
す
る
事
に
改
め
ら
れ
る
の
一

と
比
較
す
る
と
、
僅
少
の
も
の
で
あ
る
。
大
衆
の
消
費
生
活
を
樫
迫
す
る
意
味
に
於
け
る
泊
費
税
と
今
岡
の
買
上



積
と
の
聞
に
は
雲
泥
の
差
が
存
し
て
ゐ
る
。
次
に
兎
枕
日
聞
を

εの
程
度
に
定
め
る
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
現
に
米

が
免
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
コ
米
を
資
上
枕
よ
り
免
除
し
た
事
は
寅
上
積
の
枇
合
的
影
響
予
告
程
強
く
緩
和
し
得
る
色

の
で
あ
る
3

回

以
上
コ
貼
に
つ
き
考
へ
る
に
今
岡
の
責
上
積
は
決
し
て
中
小
商
工
業
者
を
腿
迫
す
る
も
の
で
な
く
、

叉
大

衆
の
消
費
生
活
を
脅
す
も
の
で
な
い
事
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
か
〉
る
世
合
同
的
影
響
が
懸
念
せ
ら
れ
る
所
以

は
、
責
上
積
が
宇
ぱ
消
費
税
類
似
の
性
質
を
有
し
半
ば
牧
得
枕
類
似
の
性
質
含
有
し
て
ゐ
る
結
果
で
あ
る
。
従
つ

て
寅
上
枕
は
消
安
者
に
't
つ
て
は
消
費
税
は
じ
』
に
強
く
響
か
や
又
商
工
業
者
に
と
っ
て
は
管
業
牧
品
面
積
ほ
ぎ
に
は

強
(
拙
腎
h
y
h

仙
い
の
一
い
-
J

の
み
。
政
に
流
通
耽
湖
特
の
町
判
所
hvみ
れ
上
杭
い
か
円
札
七
九
プ
ゐ
る
の
日
じ
め
る
。
h
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、
ト
ぃ
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ん
判
十
品
市
ヴ

ハ
寸

1
t
k
l
J
-
Z
A
1
》

M
下
ト

y

産
税
と
な
ら
ん
で
非
常
時
に
埠
カ
佳
あ
る
財
源
を
供
す
る
も
の
と
し
て
必
要
な
る
事
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
非
常

時
の
最
初
に
於
て
は
物
使
騰
貴
し
コ
ス
ト
之
に
及
ぱ
中
企
業
家
は
多
〈
の
利
潤
を
得
て
所
得
積
管
業
牧
盆
積
の
牧

入
も
相
嘗
に
増
す
事
で
あ
ら
う
。
然
し
時
局
が
進
展
し
物
侵
騰
貴
が
行
き
過
ぎ
る
と
コ
ス
ト
が
徒
ら
に
増
し
て
企

業
家
の
利
潤
が
少
く
な
り
従
っ
て
所
得
税
管
業
牧
盆
枕
は
逝
に
減
少
す
る
か
又
は
増
す
に
し
て
色
伸
び
方
が
少
く

な
る
虞
が
あ
る
。
非
常
時
の
イ
ン
フ
レ

l
シ
ヨ
ン
の
際
に
財
産
債
格
の
騰
貴
叉
は
商
品
の
値
上
り
に
鷹
じ
て
自
然

増
牧
を
鷲
す
も
の
は
財
産
枕
と
責
上
枕
と
で
あ
る
。
況
ん
や
暁
率
を
少
し
動
か
す
事
に
よ
っ
て
相
営
の
増
肢
を
驚

す
司
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
務
嘗
局
と
し
て
は
此
の
雨
税
を
断
念
し
難
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
非
常
時
財
源
の
全
部

を
此
の
爾
耽
に
求
め
よ
と
一
再
ふ
の
で
は
な
い
。
非
常
時
に
は
営
然
に
赤
字
公
債
が
増
殺
せ
ら
れ
悪
性
イ
ン
フ
レ

l

頁

上

稔

を

論

ず

第
四
十
三
巻

六
九

第
五
銃

七
七



車

上

殺

を

諭

ず

第
四
十
一
二
巻

六
九
四

第
五
銃

七
月、

シ
ョ
ン
の
危
険
が
迫
っ
て
来
る
。
こ
の
際
に
、

せ
め
て
赤
字
公
債
の
利
息
行
け
で
も
増
税
に
求
め
る
事
は
財
政
の

安
会
戚
を
保
つ
上
よ
り
し
て
も
是
非
必
要
な
の
で
あ
る
。
五
に
買
上
税
と
財
産
税
と
の
必
要
が
起
っ
て
来
る
。
中

に
は
非
常
時
が
到
来
し
て
後
に
財
産
税
と
寅
上
税
と
を
作
つ
で
も
遅
く
な
い
と
云
ふ
説
を
樹
て
る
人
が
あ
る
。
然

し
平
時
す
ら
も
評
慣
に
異
議
そ
生
じ
調
査
に
反
劃
の
起
る
財
産
税
と
買
上
税
と
を
戚
情
の
高
ま
っ
て
ゐ
る
非
常
時

に
拙
速
的
に
担
行
す
る
事
は
果
し
て
人
の
和
を
符
る
道
で
あ
ら
う
か
。
平
時
は
徴
耽
費
を
多
少
超
過
す
る
程
度
で
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用
意
し
て
置
く
べ
き
で
あ
る
。
非
常
時
が
解
錯
し
、
買
上
税
と
財
産
税
と
の
非
常
時
的
役
割
が
不
用
に
臨
す
れ
ば

此
上
な
い
事
で
は
な
い
か
。

第
四

責
上
競
の
将
来
性

要
す
る
に
責
上
積
は
新
し
い
租
枕
で
あ
る
か
ら
世
界
各
国
に
於
て
各
種
の
議
論
を
生
じ
特
に
我
聞
に
於
て
は
未

知
の
租
税
と
し
て
一
一
暦
多
く
の
問
題
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
我
固
と
し
て
は
買
上
税
に
劃
し
割
合
に

有
利
な
立
場
に
あ
る
。
英
闘
を
除
き
世
界
の
目
ぼ
し
い
闘
が
三
十
数
箇
園
も
高
債
な
る
賞
験
を
行
ひ
責
上
粧
の
長

短
を
如
寅
に
明
か
に
し
た
後
で
あ
る
か
ら
、
只
我
園
の
商
慣
習
を
考
慮
に
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
日
本
的
な
る
買
上

税
が
出
来
上
が
る
筈
で
あ
る
。
卸
ち
財
務
官
局
は
単
な
る
敵
米
の
模
倣
に
止
ま
ら
今
或
程
度
ま
で
我
闘
の
商
慣
習

を
責
上
枕
の
上
に
書
き
現
は
す
様
に
努
力
す
べ
〈
、
管
業
者
は
買
上
枕
に
趨
賞
す
る
様
に
艦
骨
方
法
を
改
h
u

ぺ
く
、



雨
者
の
歩
み
よ
り
に
よ
っ
て
理
想
的
の
責
上
税
法
及
び
頁
上
税
法
施
行
規
則
を
作
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

世
間
に
は
牲
今
に
し
て
買
上
税
撤
同
論
を
唱
へ
る
人
が
あ
る
。
然
し
質
上
枝
を
作
っ
た
魚
め
に
新
た
に
園
内
水
艦

費
が
増
し
た
の
で
な
く
、
岡
家
経
費
が
不
足
し
て
ゐ
る
か
ら
其
の
敏
陥
を
補
ふ
一
手
段
左
し
て
買
上
就
が
考
へ
ら

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
買
上
粧
を
撤
回
す
る
と
せ
ば
共
の
牧
入
敏
陪
を
伺
等
か
の
形
で
現
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

買
上
積
の
融
陪
を
消
費
税
の
増
徴
で
補
ふ
か
、
買
上
積
の
不
足
を
耽
得
税
の
枇
入
で
補
ふ
か
二
つ
の
外
に
道
が
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
消
費
枕
を
選
ぷ
と
ぜ
ぱ
通
行
枕
、
綿
織
物
消
費
税
の
如
き
大
衆
課
税
に
赴
〈
事
と
な
り
徐
り

戚
服
が
出
来
な
い
。
牧
科
耽
を
増
す
と
せ
ば
所
得
税
を
引
上
げ
る
の
か
管
業
牧
盆
税
宇
佐
引
上
げ
る
の
か
、

ガ
附
加
枕
を

yゅ
う
扱
ふ
の
か
一
時
γ
い
の
方
而
に
税
制
守
求
心
べ
き
か
い
J

川
題
、
と
な
る
。

.lL': 

地

資
上
税
の
問
題
雪
解
決
す
る
の
に
は
現
夜
3
し
砕
問
、
り
の
問
題
と
将
来
非
常
時
が
来
た
叫

LI--T
人
口
せ
考
慮
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
雨
者
を
A
口
せ
考
へ
て
見
る
と
原
則
的
に
資
上
積
を
承
認
す
べ
〈
只
ぞ
れ
よ
ち
生
中
る
摩
擦
を
極
力
防
ぐ

様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
責
上
枕
の
課
税
は
法
文
よ
り
も
寧
ろ
取
扱
ひ
炉
大
切
で
あ
る
。
印
ち
一
官
民
相
互
の

協
力
が
な
け
れ
ば
紙
の
上
で
ど
ん
な
立
探
な
税
法
を
作
つ
で
も
賀
際
で
は
課
税
と
な
る
帆
れ
が
あ
る
。
民
に
資
上

税
そ
れ
自
睡
も
大
切
で
あ
る
が
責
上
税
法
施
行
規
則
の
定
め
方
知
何
に
よ
り
買
上
積
は
良
税
と
も
な
り
思
税
と
も

な
る
。
こ
の
二
俸
件
炉
端
た
さ
れ
る
事
を
前
提
と
し
て
筆
者
は
今
同
の
頁
上
枕
の
創
設
に
賛
成
し
た
い
の
で
あ
る
。

買

上

税

を

論

ず

第
凶
十
一
一
-
谷
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七
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